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公的資⾦による研究データ管理・利活⽤に
関する基本的な考え⽅について

2
令和3 年4 ⽉27 ⽇ 内閣府, 統合イノベーション戦略推進会議

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf


研究データ基盤︓NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒プロセスをサポート
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データ公開基盤

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利⽤

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、
メタデータや公開レベル統計情報など
の管理機能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも
連携

• 研究遂⾏中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利⽤が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始⇒ 2021年から運⽤開始

直結

⻑期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発⾏サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤
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研究データ管理サービスGakuNin RDMとは︖

GakuNin RDM（GRDM）は、国⽴情報学研究所（NII）で運⽤している
研究データ基盤NII Research Cloudの⼀部で、研究中のクローズド
（⾮公開、制限共有）なデータを取り扱う事に特化したRDMサービス。
2021年4⽉からは24時間365⽇オペレーターを配置した運⽤体制で
全国の学術機関にRDMサービスを提供。

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤

オープン・クローズド戦略のもとで
オープンサイエンスが実現できる基盤

研究データプロセスと
研究データ基盤

NII Research Cloud
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GakuNin RDMサービス概要
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学認フェデレーション参加のIdPと連携可能
調達が不要でシステム導⼊が容易

GRDMでは、学術認証（学認）フェデレーションにサービスプロバイダ
（SP）として登録済みのため、学認に参加していればアイデンティティ
プロバイダ（IdP）連携のみで導⼊が可能

GakuNin RDMポータルの
プルダウンメニューから⾃機関を選択

⾃機関の認証システム
(IdP)でログイン

シングルサインオンで
GakuNin RDMを利⽤

研究データ共有機能（基本機能）

学認による認証とグループ管理でデータ共有
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研究データ管理プロジェクト画⾯

マルチクラウドファイルマネージャー（構成例）

Google Drive

Nextcloud

NII Storage

One Drive

プレビュー機能

バージョン管理

ディスカッション機能

プロジェクト⽤Wiki

研究プロジェクトでのデータ共有・管理
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研究室や共同研究者間でのデータ管理・共有

GRDMでは、標準で利⽤可能なストレージを提供、学内の研究者がWeb
ブラウザ上で学内外の共同研究者とデータ共有・管理が可能。プロジェ
クトの階層化も可能であるため、⼤型研究プロジェクトにも対応可。

教員ディレクトリ

学⽣Aのディレクトリ

学⽣Bのディレクトリ
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研究プロジェクトの階層構造化
（コンポーネント機能）
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研究プロジェクト（親）
「◯◯研究室」

＊研究プロジェクト︓（GakuNin RDMのデータ管理の単位）

研究プロジェクト（⼦）
「2021年度・管理対象データ」

研究プロジェクト（孫）
「□□研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（⼦）
「2022年度・管理対象データ」

研究プロジェクト（孫）
「△△研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（孫）
「☆☆研究員・管理対象データ」

最初から研究体制・組織の階層化や
管理部署が分かっている場合に便利



研究プロジェクトの集約機能
（リンク機能）
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研究プロジェクト（メイン）
「研究データ管理部⾨」

＊研究プロジェクト︓（GakuNin RDMのデータ管理の単位）

研究プロジェクト（サブA）
「□□研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブB）
「△△研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブC）
「☆☆研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブD）
「☆☆研究員・管理対象データ」

既存のプロジェクトを特定の課題や
部署でまとめたい場合に便利



研究プロジェクトのコピー機能
（フォーク機能）
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＊研究プロジェクト︓（GakuNin RDMのデータ管理の単位）

研究プロジェクト（メイン）
「 2021年度□□プロジェクト」

研究プロジェクト（サブA）
「△△リーダ・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブB）
「☆☆研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブC）
「☆☆研究員・管理対象データ」

コピーした研究プロジェクト（メイン）
「Fork of 2021年度□□プロジェクト」

研究プロジェクト（サブA）
「△△リーダ・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブB）
「☆☆研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブC）
「☆☆研究員・管理対象データ」

プロジェクト構成をそのままコピーして
条件に応じて編集したい時に便利



研究データの証跡管理機能で
研究不正を未然に防⽌

研究証跡の保存機能

時刻認証事業者のタイムスタンプで
ファイルの存在を証明

システム外でファイルに変更があった可能性を検出

GRDMでは、システム中に保存されたユーザデータについて、
UPKIタイムスタンプサービスの時刻認証局サーバと連携。
ある時刻でのファイルの存在を証明。システム外でファイルが操作された
場合に検出され、研究主催者はダウンロードして確認することが可能。
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データやプロジェクトの検索インタフェース

利⽤ユーザがアクセス権限のあるファイルとプロジェクトのみが
検索できるプライベート検索です。プロジェクト、ファイルのコメ
ントも検索対象になっています。検索結果のソート機能もあります。

13



ユーザインタフェースの⽇本語・英語への対応

UIの多⾔語化（⽇本語・英語）に対応しました。
「Webブラウザ」の⾔語設定の優先順位の変更で、
⾔語を切替えることが可能になっています。

Google Chromeの場合の⾔語設定切替
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GakuNin RDMの
クラウド連携機能
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GakuNin RDMとクラウドストレージや
外部ツールとの連携で研究を促進

GRDMでは、NII提供分のストレージ以外にも、機関側で契約、所有して
いるパブリッククラウド、プライベートクラウドのストレージをAPIで
接続して利⽤可能。

NII研究データ基盤と外部ツールとの連携

パブリック
クラウド リポジトリ

プライベート
クラウド

研究ツール

研究プロジェクトに様々な
外部クラウドサービスを
紐付けて管理
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機関ストレージへの接続
研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

拡張ストレージ

・機関のシステム管理者がいずれかのオブジェクトストレージ
を学内の標準ストレージとして、IdP毎に１種類指定
・プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
・NIIストレージは併⽤不可

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

拡張ストレージは併⽤可能

S3互換

機関毎に準備

標準ストレージ
（NIIストレージ）

利⽤開始直後から利⽤可

機関のシステム管理者が設定すれば全学で利⽤可

利⽤者(エンドユーザ)⾃⾝で設定すれば利⽤可能 17



参考︓ストレージ連携⽅式の詳細⼀覧

GakuNin RDMユーザーサポートページ, 連携可能な外部ストレージの制限事項
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=67611476
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GakuNin RDMに接続実績のあるREST API
を持つS3互換オブジェクトストレージ
• S3互換のIaaS

• さくらクラウド（オブジェクトストレージ）
• IDCFクラウドストレージ
• Wasabi
• 楽天クラウド（Cloudian）
• ニフクラ
• Oracle Cloud Infrastructure (OCI)  Object Storage

• S3互換のアプライアンス製品
• Quantum ActiveScale
• Cloudian HyperStore
• IBM Cloud Object Storage

• S3互換のオープンソースソフトウェア
• Minio

S3互換ストレージ製品とGakuNin RDMの接続の検証を⾏いたい
学術機関からのお問い合わせが増えております、
ストレージの検証を実施された際はご報告いただければリスト化して参ります。

GakuNin RDMユーザーサポートページ,
GakuNin RDMに接続実績のあるS3互換 REST APIを持つS3互換オブジェクトストレージ
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=74195802
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ストレージご利⽤形態例１

20

S3互換ストレージ

機関ストレージ

NIIストレージ

標準ストレージ

①標準ストレージを利⽤したい場合 ②ストレージを機関側で管理したい場合

各種クラウド
ストレージ

拡張ストレージ

NIIストレージ or 
S3互換ストレージ

標準 or機関ストレージ

③プロジェクトや部署ごとに機関側でストレージを払い出したい場合



ストレージご利⽤形態例２
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S3互換ストレージ

機関ストレージ

④ プライベートクラウドの⼀部を
GRDM⽤に使いたい場合

プライベートクラウド
Nextcloud or ownCloud

GRDM⽤
領域

各種クラウド
ストレージ

機関ストレージ

⑤既存のクラウド契約を使いたい場合

パブリッククラウド
Dropbox Business

アカウン別
領域

アカウン別
領域

アカウン別
領域

クラウドサービスとGRDMの
アカウントを紐付け



機関ストレージとデスクトップ同期の例

GakuNin RDM
対象ストレージの

デスクトップクライアント 対象ストレージファイル
同期

証跡管理機能同期

ファイル
同期

対象ストレージのWebUIおよびデスクトップクライアント
を利⽤した場合にもGakuNin RDMの証跡管理機能が有効に

22

現状はDropbox Businessと
Nextcloudのみ対応



機関ストレージ対応ストレージの追加・改良
機関ストレージ 管理者側（機関ストレージの設定）

ユーザ側（プロファイル画⾯）

• 機関で準備したストレージを機関ストレージとして設定することで、
⾃機関のユーザにデフォルトで利⽤させる事が可能
• 機関ストレージの対応ストレージの追加

機関ストレージの設定

（機関向け機能）
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機関ストレージのクォータ設定機能
拡張ストレージのアドオン制御機能

管理者側（ユーザのクォータ設定）
⾃機関のユーザリスト⼀覧

個別ユーザのクォータ設定

ユーザ側（プロファイル画⾯）

クォータ上限に反映

管理者側（アドオン利⽤制御） ユーザ側（アドオン設定画⾯）

• 機関ストレージでは個別ユーザのクォータ設定が可能
• 拡張ストレージで機関で利⽤を許可するアドオンを制御

ユーザが利⽤できる
アドオンの有効/無効を変更

機関ストレージ

拡張ストレージ

（機関向け機能）
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GakuNin RDMの利⽤事例
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総合 理⼯ ⼈⽂社会 医学

GakuNin RDM利⽤機関数の増加

37 機関

(2021年11⽉現在)

⼭⼝⼤学, 沖縄科学技術⼤学院⼤学, 東京都健康⻑寿医療センター, 
東京⼯業⼤学, 筑波⼤学, 福岡⼯業⼤学, お茶の⽔⼥⼦⼤学, 滋賀医科⼤学, 
浜松医科⼤学, 三重⼤学, 理化学研究所, 熊本⼤学, 静岡理⼯科⼤学, 
北陸先端科学技術⼤学院⼤学, 成城⼤学, 信州⼤学, 慶應義塾⼤学, CCC-TIES, 
帯広畜産⼤学, ⼤阪⼤学, 福井⼤学, ⼩樽商科⼤学, 東京農⼯⼤学, 神⼾⼤学, 
群⾺⼤学, 東北⼤学, 千葉⼤学, 北⾒⼯業⼤学, 広島⼤学, 富⼭⼤学, 九州⼤学, 
東京⼤学, ⾦沢⼤学, 北海道⼤学, 名古屋⼤学, 京都⼤学, 国⽴情報学研究所

『GakuNin RDM 利⽤機関数』
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=41588114 26
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GakuNin RDM と mdx の接続

⽥浦健次朗先⽣(東京⼤学情報基盤センター) 提供資料, 
mdx: データ科学・データ駆動科学のための⼤学の情報基盤とコミュニティ創成を⽬指して 27

データ活⽤社会創成プラットフォームmdx



データ保存・移動

データ参照

理化学研究所 情報統合本部
オープンサイエンス推進情報基盤の構築

研究業績
DB

メタデータDB

理研HP

公開研究情報

⽂献レポジトリ

powered by

NII
研究データ管理システム群
・学認(認証局)
・GakuNin RDM

(研究管理システム)
・JAIRO Cloud

(⽂献レポジトリ)

認証
フェ
デレ
ーシ
ョン

理研データ管理システム群
・データレポジトリ
・データ科学基盤

⼀般データ

研究データ

クラウドストレージ
・閲覧とダウンロードが区別可能
・透かし

理研データ知識化システム群
・メタデータベース

業績リスト
研究証拠データ

⽂献本体

研究証拠データ

業務データ
個⼈データ

業務データ
個⼈データ

ソースコードの提供

理化学研究所情報統合本部・提供資料より 28



⾦沢⼤学コアファシリティ(学術メディア創成センター)
データ管理基盤と実験装置・計測装置との連結

金沢大学RDM基盤概要

研究プロジェクトA

プロジェクト管理者

⑤メールでデータ解析
の依頼

教員

（代表者）

教員

（管理）

①代表者がメールでプロ
ジェクト作成を依頼

院生 学生

データ管理チーム

②プロジェクトを作成し、プロ
ジェクト代表者にGRDMから
招待メールを送信

教員サブプロジェクト 学生サブプロジェクト

研究プロジェクトA

教員サブ

プロジェクト
学生サブ

プロジェクト

④GRDM経由で
研究データの蓄積

③代表者以外のプロジェク
トへのユーザ追加は代表
者がGRDMで行う

データ解析チーム

金沢大学ストレージ
（本学で用意）

直接のアクセス

禁止

⑥研究プロジェクトの依頼に
対してデータ解析の実施

直接のアクセス禁止

7

松平拓也先⽣（⾦沢⼤学学術メディア創成センター), 
⾦沢⼤学におけるRDM環境の構築,
https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day2_rcos3.html
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NIIのYouTube チャンネル
これまでのGakuNin RDM事例紹介動画リスト

NIIのYouTube チャンネル GakuNin RDM事例紹介動画リスト
https://www.youtube.com/playlist?list=PLKzfdUM-Rtgyj44t821KN1xO5lt78Ea4O

研究公正、研究推進、⼤学間連携の
それぞれの観点からのデモ動画を公開中

30
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GakuNin RDMの
利⽤申込み⽅法

31



GakuNin RDMのご利⽤申請とお問合せ先

• GakuNin RDMは利⽤申請の受付中です。まずは貴機関
の情報基盤センターまたは情報システム部⾨のシステ
ム導⼊ご担当者様にご相談ください。
•申込みはGakuNin RDMユーザサポートページから、コ
ミュニティサポートシステムにて、貴機関のシステム
担当部⾨のご担当者様から、お申し込みしていただく
必要がございます。
• GakuNin RDMユーザサポートページ︓

https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/display/gakuninrdmusers
• コミュニティサポートシステム（利⽤申請）
• https://community.nii.ac.jp/

•ご不明点・ご質問は下記のメールアドレスまでお問合
せ下さい。
• GakuNin RDMユーザサポート rdm_support@nii.ac.jp
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GakuNin RDM利⽤申請の流れ

①

②

③
GakuNin RDMを選択

④

⑤
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システム利⽤申請

連絡担当者申請

サービス申請 内容確認

利⽤承認

承認/
却下

利⽤機関 GRDMユーザサポート

メール通知

「コミュニティサポートシステム」（https://community.nii.ac.jp/）
でアカウント作成後に、「サービス申請」で「GakuNin RDM」を申込み
になります。原則、ご利⽤申請の承認の翌⽉15⽇を⽬処にシステム環境を提供。

コミュニティサポートシステム

https://community.nii.ac.jp/


まとめ
• 2021年2⽉より本運⽤が開始した、GakuNin RDMとはどの様なサービスか概要を

紹介した。システムはKubernetes上でのCI/CD運⽤で可能な限り無停⽌アップ
デート、⾃動復旧などを採⽤しており、24/365のオペレータ配置でのシステム監
視を実施している。

• 政府にて「第６期科学技術基本計画」や「公的資⾦による研究データ管理・利活⽤
に関する基本的な考え⽅について」が閣議決定されたあと、⼤学において組織的な
研究データマネージメントの必要性が⾼まり、利⽤申請やお問合せが増加傾向にあ
る。

• 利⽤可能なストレージアドオンの対応プロバイダの機能拡張、⼀部のアドオンでの
改修について説明した。⼤学や研究機関からの要望を受けて調達前の接続検証など
の相談も⾏っている。

• 利⽤希望される場合は、NIIのコミュニティサポートシステムにて申請機関アカウ
ントを登録し、その後に各サービス（GakuNin RDM）の利⽤申請を申し込む。利
⽤申請後に利⽤⽬的が規約に合致しているかの審査を実施し、承認がえられた場合
は申込み翌⽉中旬までに環境を準備して引き渡しとなる。

• 学術機関以外に⺠間企業等の利⽤については、申請と審査は必要ではあるが、公的
研究費を受けている研究プロジェクトや、学術機関との共同研究での利⽤などの名
⽬であれば利⽤可としている。
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